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０
１
１

年（
平
成

23
年
）12
月
に
稲

口
に
オ
ー
プ
ン
し

た
、市
内（
常
盤

町
）出
身
の
洋
画

家
三
浦
勝
治
さ
ん（
96
歳
・
神
奈
川
県
藤
沢
市
在

住
）の
作
品
を
紹
介
す
る「
三み
う
ら
か
つ
じ

浦
勝
治
美
術
館
」。

　

三
浦
さ
ん
は
、１
９
１
７
年（
大
正
６
年
）に

俳
人
三
浦
常つ
ね
じ
ろ
う

次
郎（
号　

山や
ま
ざ
と
け
ん
き
せ
ん

里
軒
基
泉
）の
五
男

と
し
て
関
市
に
生
ま
れ
ま
し
た
。10
代
半
ば
か
ら

大
阪
や
東
京
で
デ
ザ
イ
ン（
図
案
）と
絵
画
を
学

び
、そ
の
後
中
国
・
北
京
や
天
津
に
移
り
活
動
。

訪
れ
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
風
景
に
感
動
し
、帰
国

後
も
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
風
景
を
描
き
続
け
ま
し

た
。そ
の
他
に
も
世
界
各
地
や
日
本
各
地
の
風

景
、特
に
長
良
川
流
域
の
風
景
、そ
し
て
人
物
の

作
品
も
数
多
く
描
い
て
い
ま
す
。そ
の
後
も
美
術

界
を
牽
引
し
、現
在
も
筆
を
握
り
続
け
て
い
ま

す
。

の
美
術
館
は
、三
浦
さ
ん
と
40
年
以
上
に

わ
た
り
親
交
が
あ
る
自
動
車
部
品
加
工

会
社
経
営
の
平
林
銈け
い
い
ち一さ

ん（
76
歳
・
前
山
町
）の

尽
力
に
よ
り
完
成
し
ま
し
た
。平
林
さ
ん
が
、個

展
で
観
た
三
浦
さ
ん
の
１
枚
の
絵
に
惹
か
れ
て

以
来
、全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
個
展
の
ほ
と
ん
ど

に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
、家
族
ぐ
る
み
で
お
付

き
合
い
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、故

郷
で
常
設
展
示
が
で
き
た
ら
と
い
う
三
浦
さ
ん

の
希
望
を
か
な
え
る
た
め
、平
林
さ
ん
が
私
財
を

投
じ
て
建
設
し
た
も
の
で
す
。

　

購
入
お
よ
び
本
人
か
ら
の
寄
贈
に
よ
る
約

１
８
０
点
の
所
蔵
作
品
の
う
ち
、１
０
０
号
の

油
彩
作
品
を
中
心
に
、展
示
室
に
油
彩
22
点
、ロ

ビ
ー
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
油
彩
や
水
彩
、

素
描
な
ど
の
作
品
約
10
点
が
並
ん
で
い
ま
す
。特

に
、２
０
０
号
の
大
作「
兵へ
い
ば
よ
う
げ
ん
そ
う

馬
俑
幻
想
」や「
婚
礼

の
行
進〈
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
〉」な
ど
、世
界
を
旅

し
て
感
動
し
た
風
景
や
人
物
な
ど
を
テ
ー
マ
に

し
た
写
実
的
で
繊
細
な
タ
ッ
チ
で
描
か
れ
た
作

品
が
目
を
引
き

ま
す
。ま
た
、季

節
な
ど
に
合
わ

せ
て
展
示
替
え

を
実
施
し
て
い

ま
す
。

た
、
こ

の
美
術

館
は
昨
年（
平

成
24
年
）10
月
、

県
内
の
個
人
や

法
人
が
所
有

　市内には、市ゆかりの作家の作品を紹介する私立美術館があります。その他にも地域の企業や人々に
よってつくられた芸術・文化に触れ合う空間が身近なところにあります。
　市民の皆さんがいきいきと暮らしていくためにも、創作意欲あふれる作品に触れながら、美術館巡りなど
気軽に芸術鑑賞を楽しんでみてはいかがでしょうか。 【照会先】　文化課　☎24―6455

は
じ
め
に
、市
内
の
美
術
館
２
館
を
紹
介
し
ま
す
。

三
浦
勝
治
美
術
館（
稲
口
）

2

こ

ま

美術館をめぐり
芸術文化にふれよう

三浦勝治さん
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阜
現
代
美
術
館
は
主
に
、墨
の
美
術
家
・

篠
田
桃
紅
さ
ん（
１
０
０
歳
・
東
京
都
）

の
作
品
を
有
す
る
美
術
館
で
す
。

　

篠
田
桃
紅
さ
ん
は
、１
９
１
３
年（
大
正
２

年
）に
中
国
大
連
に
生
ま
れ
、本
籍
岐
阜
市
出
身

の
父
か
ら
書
を
学
び
、抽
象
画
へ
移
行
。文
字
の

領
域
を
超
え
た
独
自
の
墨
の
表
現
を
試
み
、国

内
外
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

術
館
の
建
物
は
、１
９
９
２
年（
平
成
４

年
）、鍋
屋
バ
イ
テ
ッ
ク
会
社
関
工
園
内

に
作
ら
れ
、１
９
９
３
年（
平
成
５
年
）度「
日
経

ニ
ュ
ー
オ
フ
ィ
ス
推
進
賞（
通
商
産
業
大
臣
賞
）」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

円
筒
形
ド
ー
ム
の
美
術
館
の
前
に
は
、カ
ス

ケ
ー
ド
と
プ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。ゆ
る
や
か
な
ス

ロ
ー
プ
を
上
が
る
と
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
、美
濃
和
紙

を
使
っ
た
行
灯
形
式
の
展
示
パ
ネ
ル
に
よ
り
、優

し
い
光
を
通
し

て
作
品
が
浮
か

び
上
が
っ
て
見

え
る
状
況
は
、

と
て
も
幻
想
的

で
す
。３
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る

大
作
も
展
示
さ

れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

す
る
質
の

高
い
文
化

財
・
美
術

品
を
広
く

一
般
に
公

開
す
る
活

動
を
支
援

す
る
、岐
阜

県
の「
ま
ち

か
ど
美
術

館
」と
し
て

登
録
さ
れ
、

平
林
さ
ん

に
知
事
感

謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た（
登
録
は
県
内
で
１
０
４
箇
所
。市

内
で
は
、こ
れ
ま
で
に
ナ
イ
フ
博
物
館
、フ
ェ
ザ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、世
界
の
ナ
イ
フ
資
料
館
、高
賀

文
化
財
収
蔵
庫
が
登
録
さ
れ
て
い
る
）。

　

県
の
登
録
を
受
け
て
、遠
方
か
ら
来
館
す
る

お
客
も
増
え
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
私
は
三
浦
先
生
の
一
フ
ァ
ン
」と
、館
長
で
も

あ
る
平
林
さ
ん
は
話
し
ま
す
。来
館
す
る
お
客
さ

ん
の
生
の
感
想
を
聞
き
、作
品
に
つ
い
て
語
り
合

う
こ
と
が
楽
し
み
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
関
市
で
一
番
の
絵
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。１
つ

の
作
品
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
ゆ
っ
く
り
観

て
い
た
だ
き
、三
浦
作
品
の
引
き
込
ま
れ
る
よ
う

な
風
景
画
に
感
動
し
て
い
た
だ
け
た
ら
」と
思
い

を
語
ら
れ
ま
す
。

く
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
運
営
で
き
て
い

る
美
術
館
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
長
く
続

け
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
ね
」。

　

自
ら
感
動
し
た
体
験
を
形
に
し
、多
く
の
人

と
共
有
し
た
い
平
林
さ
ん
。

　

ぜ
ひ
、気
軽
に
足
を
運
び
、心
が
安
ら
ぐ
雰
囲

気
の
中
で
作
品
を
鑑
賞
し
、心
地
よ
い
時
間
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
。

▽
入
館
料
…
大
人
５
０
０
円

※
高
校
生
以
下
、身
障
者
手
帳
交
付
者
お
よ
び

　

そ
の
介
護
者
は
無
料

▽
休
館
日
…
水
曜
日
、年
末
年
始

▽
開
館
時
間
…
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
問
い
合
わ
せ
…

　

☎
23
―
１
９
１
３　

関
市
稲
口
２
５
１

　

つ
な
が
ら
な
い
場
合
＝
カ
フ
ェ
ダ
イ
ニ
ン
グ

　
「
ア
ッ
シ
ュ
」☎
36
―
４
１
９
２

　
http//sites.google.com

/site/　　
　
　

　
m
iurakatsujim

useum
/

▽
ア
ク
セ
ス
…

●
長
良
川
鉄
道
・
刃

物
会
館
前
駅
か
ら

徒
歩
約
30
分

●
東
海
北
陸
自
動
車

　

道
・
関
Ｉ
Ｃ
か
ら

　

車
で
約
５
分

岐美

美術館をめぐり 芸術文化にふれよう

岐
阜
現
代
美
術
館（
桃
紅
大
地
）

多  

館長の平林銈一さん
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ま
さ
に
、周
囲
の
自
然
と
造
形
が
調
和
し
た

空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

企
画
展
で
は
、篠
田
桃
紅
作
品
以
外
に
も
新

進
の
美
術
家
を
多
く
取
り
上
げ
て
い
る
ほ
か
、可

動
式
の
展
示
パ
ネ
ル
に
よ
り
、自
由
自
在
に
空
間

を
作
り
、コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
地
域
文
化
の
発
展
の
た
め
活
動
し
て
い

ま
す
。

【
現
在
開
催
中
の
企
画
展
】

▽「
荒
川
修
作 

P
O
R
T
R
A
I
T 

O
F 

A 

T
H
O
U
G
H
T
」展

　

荒
川
修
作（
1
9
3
6
―
2
0
1
0
）は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活
躍
し
た
美
術
家
で

す
。１
９
５
８
年
ご
ろ
よ
り「
棺
桶
」と
呼
ば
れ

る
オ
ブ
ジ
ェ
を
発
表
し
始
め
、１
９
６
１
年
に
ア

メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
後
に
は
、文
字
や
線
、記
号
な

ど
を
用
い
た「
図
式
絵
画
」を
制
作
し
ま
す
。そ
の

後
、荒
川
の
関
心
は
、平
面
か
ら
身
体
の
感
覚
を

使
っ
て
作
品
を
体
感
す
る
こ
と
へ
と
移
り
、岡
山

県
の《
偏
在
の
場
・
奈な

ぎ義
の
龍
安
寺
・
建
築
す
る

身
体
》（
１
９
９
４
年
）や
岐
阜
の《
養
老
天
命
反

転
地
》（
１
９
９
５
年
）の
制
作
に
至
り
ま
す
。

　

本
展
で
は
、建
築
作
品
に
至
る
ま
で
の
荒
川
の

思
考
の
源
泉
と
し
て
、初
期
の「
図
式
絵
画
」を

展
示
し
ま
す
。私
た
ち
が
漠
然
と
し
た
不
安
を

覚
え
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、作
品
に
明
示
さ
れ

た
荒
川
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
直
し
、あ
ら

た
め
て
考
え
る
機
会
と
な
る
も
の
で
す
。

●
会
期　

７
月
25
日（
木
）ま
で

●
展
示
作
品
数　

30
点

画
展
は
、年
４
～
５
回（
う
ち
篠
田
桃
紅

作
品
が
２
回
程
度
）、コ
ン
サ
ー
ト
は
毎

月
１
回
ほ
ど
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、作
品
展
示
と
と
も
に
行
わ
れ
る
コ
ン

サ
ー
ト
は
、毎
回
１
５
０
人
の
観
客
が
ク
ラ
シ
ッ

ク
や
ジ
ャ
ズ
な
ど
の
音
楽
を
鑑
賞
し
ま
す
。同
じ

フ
ロ
ア
内
に
演
奏
者
と
観
客
が
い
て
、両
者
の
息

づ
か
い
が
聞
こ
え
る
ほ
ど
一
体
感
が
生
ま
れ
、優

雅
で
良
質
な
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る

と
、高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

術
館
を
管
理
運
営
す
る（
公
財
）岐
阜
現

代
美
術
財
団
学
芸
員
の
宮
崎
香
里
さ
ん

は
、美
術
館
の
展
示
に
つ
い
て「
全
国
各
地
か
ら

ご
来
館
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。桃
紅
作
品
の
フ
ァ

ン
は
50
～
60
代
の
女
性
が
多
い
で
す
。桃
紅
の
生

き
方
や
た
た
ず
ま
い
に
惹
か
れ
る
方
も
多
く
み

え
ま
す
。桃
紅
作
品
は
ど
こ
よ
り
も
豊
富
。一
度

に
多
く
見
ら
れ
て
嬉
し
い
と
言
っ
て
い
た
だ
け
ま

す
。多
く
の
方
に
ゆ
っ
く
り
作
品
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
」と
話
し
ま
す
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
に
つ
い
て
も「
美
術
と
音
楽
の
融

合
で
す
。作
品
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、素
晴
ら
し
い

演
奏
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」。

　
「
場
所
が
わ
か
り
づ
ら
い
と
の
声
も
聞
き
ま
す

が
、こ
ん
な
所
に
素
晴
ら
し
い
作
品
が
あ
る
こ
と

を
ぜ
ひ
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」。

　

学
生
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
方
に
作

品
を
見
て
ほ
し
い
と
話
す
宮
崎
さ
ん
。

　

ぜ
ひ
こ
の
場
所
を
訪
れ
、「
絵
画
」と「
音
楽
」が

出
逢
う
空
間
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
岐
阜
現
代
美
術
館
】

▽
入
館
料
…
無
料

▽
休
館
日
…
日
曜
日
、祝
祭
日
、年
末
年
始

▽
開
館
時
間
…
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▽
問
い
合
わ
せ
…

　

☎
23
―
１
２
１
０　

関
市
桃
紅
大
地
１

　
http://w

w
w
.gi-co-m

a.or.jp/

▽
ア
ク
セ
ス
…

●
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
・
岐
阜
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー

　

で
約
30
分

●
東
海
北
陸
自
動
車
道
・
関
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
約

　

５
分

企美
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美
術
館
と
は
異
な
り
ま
す
が
、市
内
に
は
市
の
文
化
振
興
の
一
助
と
な
る

音
楽
空
間
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
存
在
し
ま
す
。こ
の
う
ち
２
箇
所
を
紹
介
し
ま
す
。

足
立
工
業

ぶ
ん
か
ホ
ー
ル（
広
見
）

せ
き
・
ま
ち
か
ど

工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
本
町
２
）

美
容
ば
さ
み
、カ
ミ
ソ
リ
、替
え
刃
、医

療
機
器
メ
ー
カ
ー
の
足
立
工
業
株
式
会

社（
広
見
）の
足
立
榮ひ
で
み美

社
長
が
所
有
す
る
個
人

ホ
ー
ル
で
す
。

　

音
響
も
良
く
、演
奏
会
が
可
能
な
ホ
ー
ル
は
、

広
見
地
内
の
田
園
内
に
あ
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ル
内
に
は
、ま
ろ
や
か
で
気
品
が
あ
り
、

素
晴
ら
し
い
音
の
出
る
ド
イ
ツ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン

社
の
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
あ
る
ほ
か
、い
す
を
約

１
０
０
脚
所
有
し
、本
格
的
な
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

毎
年
２
回
、関
市
チ
ェ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会
が
企
画
運
営
し
て
、東
京
フ
ィ
ル
首
席
チ
ェ

リ
ス
ト
の
金か
な
き木
博
幸
さ
ん
を
中
心
に
毎
回
、バ
ラ

エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
メ
ン
バ
ー
構
成
で
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

一
流
の
演
奏
を
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ホ
ー
ル
で
、

演
奏
者
の
間
近
で
、優
雅
に
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
の
中
聴
く
こ
と
が
で
き
る
と
、毎
回
満
席
に

な
る
ほ
ど
、人
気
を
得
て
い
ま
す
。

▽
照
会
先　

足
立
工
業
ぶ
ん
か
ホ
ー
ル　

☎
25

　

―
０
１
４
６

町
商
店
街
の
一
角
に
、１
９
９
７
年（
平

成
９
年
）４
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る

「
せ
き
・
ま
ち
か
ど
工
房
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」。

　

本
町
商
店
街
事
務
局
内
の「
せ
き
・
ま
ち
か
ど

工
房
を
支
援
す
る
会
」が
管
理
運
営
す
る
展
示

室
で
す
。申
し
込
み
の
あ
っ
た
一
般
の
方
の
絵
画
・

書
・
写
真
や
工
芸
作
品
な
ど
を
、１
週
間（
火
曜

日
～
日
曜
日
）ご
と
に
入
れ
替
え
て
展
示
を
し
て

い
ま
す
。（
作
品
の
入
れ
替
え
は
月
曜
日
の
休
館

日
に
実
施
）

　

ほ
ぼ
毎
週
、必
ず
違
っ
た
作
品
を
無
料
で
鑑

賞
す
る
こ
と
が
で
き
、気
に
入
っ
た
作
品
が
あ
れ

ば
、出
展
者
か
ら
直
接
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。身
近
な
場
所
に
あ
り
、展
示
す
る
方
も
鑑
賞

さ
れ
る
方
も
両
方
喜
ば
れ
る
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、展
示
内
容
は
、広
報
せ
き
の
毎
号「
お

知
ら
せ
」欄
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
休
館
日　

月
曜
日
、年
末
年
始

▽
開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時（
10
月

　

～
２
月
は
午
後
５
時
）

▽
照
会
先　

事
務
局（
本
町
プ
ラ
ッ
ツ
）

　

☎
24
―
８
２
１
２

　市内には、篠田桃紅美術空間（市役所７階）、関市文化会館アフタヌーンコンサートをはじめ、画廊や喫茶店など
のギャラリーで作品展示やコンサートなどを行っている場所が数多く存在します。
　皆さん、お気に入りの空間に出かけませんか。市は、市民が参加できる芸術文化活動の促進を図ってまいります。

理

本

美術館をめぐり 芸術文化にふれよう
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夏休みを満喫しよう
◆照会先　観光交流課　☎23-7704

■両イベント照会先　関商工会議所（☎ 22-2266）

同日
開催

●天王まつり（春日神社）　※雨天決行
●安桜ふれあいセンター夏まつり（千年町
　2丁目）　※雨天順延
●「せき」燈花会　※雨天順延
●関市民俳句の集い　※雨天決行

■内　容

■照会先

■交通規制による路線バスの迂回運転について

第２回関市民俳句の集い

　水を入れたカップの中に浮かべたろうそくの優しい

灯りで、幻想的に照らし出します。

■時　間　午後 5時 30分ごろ点灯開始、午後 9時終了
■場　所　春日神社

■投句受付　 小・中学生の部、一般・高校生の部の受
付＝午後 6 時 30 分まで。受付終了後、
午後8 時30 分までに審査、各部 10 人の
入賞作品を決定。

■場　　所　 関商工会議所・会議室
■そ  の   他　 夏まつり当日の市民参加を歓迎します。

ちょうちんまつり 洞戸通元寺橋20日●土 円空川まつり 池尻長良川河畔4日●日

九万九千日供養 吉田観音9日●金

関市民花火大会 稲口津保川河畔13日●火

武芸川ふるさと夏まつり花火大会
武芸川町宝見橋武儀川河畔14日●水

津保川花火大会 富之保津保川新栗野橋上流15日●木

チンチカカ 小屋名津保川河畔15日●木

千灯供養 高澤観音17日●土

お十七夜 大門町通り17日●土

地蔵まつり 伊勢町〜仲町23日●金

子供おどりコンクール 本町 515日●木

天王まつり 春日神社27日●土

「せき」燈
と う

花
か

会
え

27日●土

ふるさと夏まつり 本町通り27日●土

27日●土

■場　所

■日　時 7月 27日（土）　午後 5時〜 9時
※雨天の場合は 7月 28日（日）

市中パレード（園児鼓笛隊など）、菓子まき、スイ
カに輪投げ、金魚すくい、ミニコンサートほか
夏まつり実行委員会
（本町商店街事務局内　☎ 24− 8212）

　ふるさと夏まつりの当日、本町通りを通行する路線バ
スは、正午から終日、西本郷通りへの迂回運転を行いま
す。（雨天時は 7月 28日（日）に順延）

本町通り（本町 1〜 5丁目）　

　市内では、いろいろな夏まつりが開催されます。夏の風物詩といえば花火大会や盆おどり。

このほかにもお寺や神社で行われる伝統的なまつりから、各地域の特色あるイベントまで、夏

休みは見どころいっぱいです。

第31回 関市ふるさと夏まつり

7　月 8　月

夏のイベントカレンダー
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子供おどりコンクール 本町 5丁目
中濃交通前

15日●木

お十七夜　吉田観音参道17日●土

ゆかた姿盆おどり大会　本町 2丁目23日●金

わかくさ・プラザ　交流広場30日●金

貴船神社1日●木

関市文化会館　市民広場2日●金

九万九千日　吉田観音参道9日●金

ふるさと夏まつり 本町通り27日●土 盆おどり講習会

子供おどりコンクール

盆おどりの予定

◆日時　8月 15日●　
　　　　午後 7時 30分～ 8時 30分
◆場所　本町 5丁目・中濃交通前
　　　　（雨天時は中濃交通車庫）
◆当日会場で申し込み

木

◆日時　7月 23日●
　　　　午後 6時 30分～ 8時 30分
◆場所　わかくさ・プラザ
　　　　「学習情報館・多目的ホール」
◆申し込み不要

火

7　月

8　月

次のとおり、市職員等に対し懲戒処分などを行いました。

水道事業における収賄事件に関する職員等の処分

◆当該職員　教育委員会学校給食センター調理員（当時水道部水道課主任水道技手）59歳……免職
＜処分理由＞　地方公務員法第33条「信用失墜行為の禁止」違反。地方公務員法第29条第1項第1号
「法律等に違反した場合」および第3号「全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合」に該当
＜処  分  日＞　平成25年6月13日

◆管理監督職員
・市長　　　　　　……減給3カ月（給料月額の10分の2）
・副市長　　　　　……減給2カ月（給料月額の10分の2）
・水道部長　　　　……減給3カ月（給料月額の10分の1）
・水道課長　　　　……減給2カ月（給料月額の10分の1）
・水道課課長補佐　……戒告
＜処分理由＞　上記事案に関する管理監督責任
＜処  分  日＞　平成25年6月21日

その他市職員の処分

◆当該職員　市民環境部清掃事務所運転技手（当時水道部水道課水道技手）53歳……減給2カ月（給
　料月額の10分の1）
＜処分理由＞　倫理規程違反
＜処  分  日＞　平成25年6月21日

市職員等の処分について
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